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1.背景と目的 

平成 24年 12 月に発生した中央自動車道笹子トンネル天井板落下事故は、道路施設

の老朽化時代の到来を告げる大きな出来事であった。高度経済成長期に一斉に建設さ

れた道路施設の老朽化対策は全国的な課題となっており、その取り組みの強化が求め

られている。 

道路や橋梁などのインフラ施設については、高度経済成長期に大量に建設され、現

在では老朽化が進み、損傷事故等のリスクが増大している。 

横断歩道橋の維持管理については、壊れてから修繕する「事後保全型管理（対症療

法型管理）」から、損傷が大きくなる前に修繕を行う「予防保全型管理」に転換し、

事故の未然防止、コスト縮減、予算の平準化が求められている。これらを実現するた

めに、横断歩道橋長寿命化修繕計画を平成 30 年 3 月に策定し、計画的かつ効率的な

取り組みを進めているところである。 

また、近年のわが国では、DX・AI 等の新技術の開発が進む一方で、中津川市人口

ビジョンによると、2020 年時点で人口 76，898 人から 2050 年には少なくとも 61，054

人に減少する見込みである。 

本改定では、これまでの点検・修繕の結果を計画に反映するとともに、本市の都市

の将来像を示した上位計画を踏まえ、新技術・新工法の活用方針も併せて定めるもの

である。 

 

2.計画期間 

計画期間について下記のとおりとする。 

■ 2023 年度（令和 5年度）～2032 年度（令和 14 年度）の 10 年間 

 

3.対象施設 

計画対象は、本市が管理する横断歩道橋 9 橋とする。管理する横断歩道橋の概要

は次のとおりである。 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

横断歩道橋名 路線名 所在地 建設年次 橋長（m） 幅員（m）

1 町裏横断歩道橋 中津100号線 中津川市駒場 1967年 36.7 1.5

2 駒場町横断歩道橋 中津100号線 中津川市駒場 1971年 17.5 1.5

3 尾鳩口横断歩道橋 中津100号線 中津川市八幡町
1968年
1980年

106.9 1.5

4 東町横断歩道橋 中津100号線 中津川市東町 1972年 63.2 1.8

5 旭ヶ丘横断歩道橋 中津100号線 中津川市東町 1968年 50.2 1.8

6 北野横断歩道橋 中津100号線 中津川市栄町 1982年 58.4 2.1

7 丸山横断歩道橋 落合89号線 中津川市落合 1967年 36.1 1.5

8 三五沢横断歩道橋 落合89号線 中津川市落合 1976年 58.2 1.8

9 大道上横断歩道橋 中津531号線 中津川市駒場 2021年 50.1 1.5
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4.老朽化対策における基本方針 

損傷が進行した場合、大規模な修繕が必要になるほか、修繕ができない状態まで進

行した場合は市民生活や経済活動への影響が懸念される。 

そのため、損傷が深刻化してから修繕を行う『対症療法型管理』から、定期的に点

検を実施し、損傷が深刻化する前に修繕を行う『予防保全型管理』へ転換し、横断歩

道橋の長寿命化とライフサイクルコストの縮減、維持管理費用の平準化を図る。 

 

«修繕の基本方針» 

(1)予防保全による修繕時期の考え方 

『予防保全型管理』では、道路通行の安全確保およびコスト縮減を図るため、損傷

が深刻化する前の判定区分”Ⅱ”の期間内に修繕を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修繕においては、近年のわが国で新技術・新工法の開発が進んでいることから、こ

れらを活用した修繕費等の削減を検討する。 
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(2)優先順位の考え方 

対策の優先順位は、点検結果に基づく横断歩道橋の判定区分(I～IV)と横断歩道橋

の重要度・損傷度合・損傷箇所・その他要因を総合的に判断して決定する。 

 

5.新技術・新工法の活用について 

(1)新技術活用方針 

定期点検や修繕において、新技術・新工法の活用を含めた比較検討を行い、事業の

効率化やコスト縮減を図る。 

(2)コスト縮減目標（点検） 

令和 14 年度までに管理する横断歩道橋 2橋で新技術を活用し、約 40万円のコスト

縮減を目指す。 

(3)コスト縮減目標（修繕） 

令和 14 年度までに管理する横断歩道橋 1橋で新技術・新工法の活用を行い、約 20

万円のコスト縮減を目指す。 

 

6.集約化・撤去について 

横断歩道橋は交通量の多い主要幹線道路を跨いでおり、通学児童を含む歩行者の安

全確保から基本的には集約・撤去は困難であるため長寿命化を図る。将来、通学路の

変更等の環境の変化により撤去が有効となった場合は、撤去を実施します。 

 

7.費用の縮減に関する具体的な方針 

今後は、本市の将来像を鑑み、持続可能な社会を構築するため、横断歩道橋の維持

管理に係る負担を軽減することが重要となる。 

長寿命化修繕計画に基づく修繕を実施する事で、以下の効果が期待できる。 

① 健全性(判定区分)の向上 

定期的な点検を実施し、現状を把握しながら適切な修繕工事を計画的に実

施することで、横断歩道橋の安全性が確保され、道路ネットワークの信頼性

が確保できる。 

② コストの縮減 

対症療法から予防保全へ転換することで、効果的な維持管理が実現され、

維持管理コストの縮減が図られる。 

③ 予算の平準化 

修繕に係わる費用を予測して、予算平準化を図った修繕計画を策定するこ

とで、計画的な修繕が可能となる。 
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平成 30 年 3 月 策定 

令和  5 年 3 月 改定 

令和  8 年 1 月 改定 

 

中津川市横断歩道橋長寿命化修繕計画 

 

編集・発行 

中津川市 建設部 建設課 

〒508-8501  岐阜県中津川市かやの木町 2-1 

電話番号:0573-66-1111 


